
小学校家庭科の食生活分野における実践的な態度 につながる包丁技能の習得

̶丸 ごと食材 を使った学習を通 して一

保 坂 美 江

1• 研 究 の背 景

(1) 現 代 の子 ども達

現 代 の子 ども達 は 、 デ ジ タル 化 • 近 代 化 とい っ た社 会 変 容 と と もに、 実 体 験 が 乏 し くな

っ て お り、 国 立 青 少 年 教 育 振 興機 構 の令 和 4 年 度 調 査 (2024. 22 頁 ) に よ る と、 ナ イ フや

包 丁 の使 用 経 験 が何 度 もあ る子 どもは 、全 体 の 半数 よ り少 な く、 そ の割 合 は年 々低 下 して

い る。ま た 、生 活 様 式 が簡 便 化 し、子 ども達 の生 活 技 能 は低 下 して きて お り、谷 田貝 ら (2016)

は 、「箸 を き ちん と持 っ て使 え な い 、雑 巾が しぼれ な い 、ハ サ ミが使 え な い 、顔 を洗 え な い 」

等 の 実 態 を挙 げ て い る。 さ らに、2007 年 、国 立教 育 政 策 研 究 所 (2009. 110 頁 ) が 中学 生 に

行 っ た包 丁 技 能 に 関す る実 技 調 査 で は 、よ り望 ま しい切 り方 で い ち ょ う切 りが で きた の は 、

全 体 の 3 割 ほ どで あ っ た。 そ して 、 家 庭 生 活 の多様 化 、家 事 の省 力 化 • 外 部 化 と ともに 、

子 どもの手伝 い は され な くな って き て い る。NHK (1974、2011) に よ る と、 1970 年 に平 日

21 分 され て い た 小 学 生 の家 事 時 間 は 、徐 々 に減 少 し、2010 年 に は 9 分 に 、40 年 間 で 半 分

以 下 に ま で減 少 して い る。 ま た 、 家 庭 科 で 学 習 した調 理 な どを家 庭 で もや っ て み よ うと し

て い る 中学 生 は半数 程 度 と、 家 事 に 関 わ る学 び が 実 生 活 に あ ま り生 か され て い な い 実 態 の

報 告 も あ る (前研 究 所 2009. 115- 116 頁 ) 。

(2) 学校 教 育 の家 庭 科 にお け る包 丁 技 能

1) 学 習 指 導 要領 の変 遷 と包 丁 技 能

1947 年 か ら現 行 9 期 ま で の小 学 校 学 習 指 導 要領 及 び そ の解 説 を精 査 す る と、家 庭 科 は戦

後 新 設 され 、 1994 年 度 か ら、小 ・中 ・高 等 学 校 ま で男 女 必 修 で 学 ぶ よ うに な っ て お り、従

来 か ら 「実 践 的 • 体 験 的 な活 動 」 を通 して 、家 庭 生 活 に 関す る知 識 ・「技 能 」 を習 得 し、学

ん だ こ とを生 活 の 中で 生 か そ うとす る 「実 践 的 な態 度 」の育 成 が 目標 とな っ て い る。 「実 践

的 • 体 験 的 な活 動 」 は 、 家 庭 で活 用 で き る技 能 を習 得 す るた め 、必 然 的 な活 動 と して行 わ

れ て きた が 、 昨今 は 、 家 庭 で行 わ な い か らこそ 、経 験 の た め に行 う意 図 的 な活 動 とな っ て

き て い る。 そ して 、家 庭 で そ の ま ま活 用 で き る 「実 用 的 な技 能 」 と して 指 導 され て き た技
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能 は 、現 在 は 、「一 定 の手 順 や 段 階 を追 っ て身 に付 く個 別 の技 能 だ け で は な く、そ れ らが 自

分 の経 験 や 他 の技 能 と関連 付 け られ 、変 化 す る状 況 や 課 題 に応 じて 主 体 的 に活 用 で き る技

能 (文 部 科 学省 2018. 14 頁 ) 」す な わ ち、思 考 力 や 判 断力 を伴 う 「汎 用 的 な技 能 」の習 得 を

目指 して指 導 され て い る。 この技 能 を、包 丁 技 能 に 当 て は め る と、「一 定 の手 順 や 段 階 を追

っ て習 得 す る 「～切 り」 とい った個 別 の技 能 だ けで は な く、 自分 の経 験 や 他 の切 り方 と関

連 付 け られ 、変 化 す る状 況 や 課 題 ( 作 る料 理 、 作 る量 、食 材 の種 類 や 大 き さ、食 べ る人 の

好 み 等 に応 じて 、 主 体 的 に

活 用 で き る包 丁 技 能 」 とい

うこ とだ ろ う。 図 1 は 、歴

代 の 学 習 指 導 要 領 か ら筆 者

が捉 えた 、 家 庭 科 で指 導 さ

れ る 「技 能 」 の変 遷 を 図 に

表 した もの で あ る。

<前> く今>

図 1 筆者が捉えた指導される 「技能」の変遷

2) 包 丁 技 能 につ い て の教 科 書 分 析

小 学 校 家 庭 科 教 科 書 を現 在 使 用 中 の もの か ら さか の ぼ り、A 社 発 行 4 冊 、B 社 発 行 4 冊 、

計 8 冊 にお け る、包 丁 の扱 い 方 や 食 材 の切 り方 、調 理 実 習 例 の記 載 を確 認 す る と、包 丁 の

扱 い方 につ い て は 、新 しい教 科 書 ほ ど、 よ り詳 細 に な っ て お り、皮 む き に ピー ラー の使 い

方 も記 載 され る よ うに な っ て い た。食 材 の切 り方 と して 、実 習 例 に は 、輪 切 り、半 月 切 り、

せ ん切 り等 1〇 種 類 程 度 あ り、最 近 は 、 い ち ょ う切 りと短 冊切 りの使 用 例 が 多 くな っ て い

た。 切 り方 の 工程 手 順 につ い て は 、 部 分 的 な食 材 か らの絵 が 多 く、 丸 ご との状 態 か らそ こ

ま で 、 どの よ うに切 っ た か は 、省 略 され て い る もの が 多 か っ た。 ま た 、「丸 ご と食 材 を使 う

(使 い切 る) 」 とい っ た調 理 実 習 例 は 、 管 見 の 限 り、 見 当 た らな か っ た。

3) 包 丁 技 能 につ い て の先 行 研 究

河 村 ら (2014) や 田部 井 ら (1991) を は じめ とす る家 庭 科 教 育 の研 究 者 達 に よ り、 包 丁

技 能 の 向上 は 、児 童 の調 理 に対 す る 自信 や 食 へ の興 味 関心 を高 め 、 望 ま しい食 習 慣 を育 成

す る こ とが検 証 され て い る。 そ して 、 基 本 的 な包 丁 操 作 を意 識 した指 導 や 食 材 の 大 き さや

厚 さに配 慮 した指 導 、包 丁 技 能 に特 化 した指 導 等 が 、包 丁 技 能 の 向上 に有 効 で あ る こ と も

報 告 され て い る。 一 方 、基 礎 的 な技 能 と ともに 、必 要 な食 材 の 「量 」概 念 や 生鮮 食 品 の 可

食 部 を見極 め るカ の育 成 、指 導 教 材 の 開発 、調 理 目的や 調 理 法 の特 徴 とい っ た調 理 に 関す

る学 習 内容 の再 構 築 等 が 、課 題 と して挙 げ られ て い る (渡 瀬 ら 2010) 0
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4) 指 導 者 と して の 問題 意 識

筆 者 の小 ・中学 校 にお け る調 理 実 習 の指 導 で は 、 実 習 の 時 間 、 しや す さ等 か ら、筆 者 が

事 前 に食 材 を分 量 に切 り分 け 、す ぐに使 え る よ うに して お くこ とが よ くあ っ た 。 しか し、

実 習 の た め に と して い る こ とが 、か え っ て 実 践 につ な が る学 び を妨 げ て い るの で は な い か 、

た だ の お膳 立 て に な っ て い るの で は な い か 、 とい う葛 藤 を抱 く こ とも多 か っ た。 日常 生 活

の調 理 にお い て食 材 は 、料 理 本 や 料 理 番 組 に あ る よ うな使 いや す い状 態 で 、必 要 な だ け用

意 され て は い な い。 最 近 は 、 カ ッ ト野 菜 等 、す ぐに使 え る便 利 な食 材 も よ く見 られ る もの

の 、種 類 は 限 定 的 で 、 丸 ご との もの の方 が 主 流 で あ る。 調 理 の第 一 歩 が 、 お 膳 立 て され た

ま ま で は 、食 生 活 にお け る 自立 の力 は十 分 に育 た な い の で は な い だ ろ うか。

2. 研 究 の 目的

「食 の 自立 とは 、食 事 をす る こ とだ け で は な く食 物 を正 し く選 択 し、 献 立 を考 え、調 理

を して食 事 を整 え る こ とが で き る とい うこ と ( 田 中 2021. 237 頁 ) 」 で あ るか らこそ 、予 め

用 意 され た食 材 に頼 らず 、食 材 そ の もの と向 き合 う、 思 考 力 を伴 った汎 用 性 あ る包 丁 技 能

の習 得 が子 ども達 に は必 要 で あ り、 それ こそ が 「実 践 的 な態 度 」 につ な が る と考 えた。 図

2 は 、 以 上 の考 え を研 究 の仮 説 と して表 した もの で あ る。 これ ま で の先 行 研 究 は 、包 丁 技

能 習 得 の重 要性 を明 らか に して い る もの の 、食 材 そ の もの を丸 ご と扱 うこ との で き る よ う

な包 丁 技 能 に焦 点 をお い た研 究 は 、管

見 の 限 り、見 当 た らな か っ た。そ こで 、

「丸 ご と食 材 を用 い て 包 丁 技 能 の 習

得 に焦 点 を あ て た授 業 実 践 を行 い 、そ

れ を通 して 、子 ども達 が汎 用 性 あ る包

丁 技 能 を習 得 す る こ とが で きれ ば 、そ

れ が 食 生 活 に お け る 実 践 的 な 態 度 に

つ な が る」 と仮 説 し、本 仮 説 を検 証 す

る こ とを研 究 の 目的 と した。 図 2 本研究における研究仮説の概観図

3. 包 丁 技 能 習 得 に焦 点 を あ て た 「丸 ご と食 材 を使 っ た 学 習 」 の授 業 実 践

「丸 ご と食 材 を使 っ た 学 習 」 の授 業 実 践 を、表 1 に示 した よ うに、 実 践 学 級 にお い て 、

R5 年 9 月 か ら R6 年 10 月 の期 間 に、食 分 野 にお け る 4 つ の学 習 単 元 で行 っ た。
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表 1 授業実践計画

⑴  丸 ご と食 材 を使 っ た包 丁 技 能 の習 得 に特 化 した学 習 【包 丁 学 習 ① ② 】 の実 際

k
度

ー

目
年

一

実

践
期 間 単 元名

時

数
包 丁 学 習 調 理 実 習

R5
年

度

5
学

年

[ 1] R5 年

9 - 10 月
おい しい楽 しい
調理のカ

7 【実習①】ゆで卵
【実習②】青菜のおひた し
【実習③】ゆでいも
【実習④】ゆで野菜サラダ

[2] R5 年

11- 12 月
食べて元気 !
ご飯 とみそ汁

10 【包丁①】にん じんの
切 り方比べ • 食べ比べ

【実習⑤】米飯
【実習⑥】米飯 • みそ汁

R6
年

度

6
学

年

[3] R6 年

4～6 月
朝食か ら健康な
一 日の生活 を

10 【包丁②】包丁の使い
方の確認 ・切 り方演習

【実習⑦】いろどりいため

[4] R6 年

9 - 10 月
まかせてね

今 日の食事
10 【実習⑧】和食献立

【実習⑨】洋食献立［自由献立］

【包 丁 学 習 】は年 に 1 回ず つ 行 い 、【包 丁 学 習 ① 】で は 、最 初 に 、に ん じん を丸 ご と 1 本

使 い 、基 本 的 な切 り方 で あ る輪 切 り、 半 月 切 り、 い ち ょ う切 り、次 に少 し難 易 度 の高 い短

冊切 り、せ ん切 りの練 習 を した。 そ の 際 、切 り方 一 つ 一 つ が 断 片 的 で は な く、 系 統 的 な技

能 と して習 得 で き る よ う、部 位 に応 じた切 り方 に触 れ な が ら、順 を追 って説 明す る よ うに

した。 なお 、食 材 を に ん じん に した の は 、 多様 な料 理 に使 われ る、程 よい 大 き さ、 色 が ま

な板 と対 照 的 で 、切 断物 の形 状 が分 か りや す い 、 生 で も食 べ る こ とが で き る 等 で あ る。 子

ども達 は始 め、 丸 ご との に ん じん を手 に して戸 惑 い を見せ た もの の 、 集 中 して活 動 に取 り

組 み 、活 動 後 の感 想 に は 、切 り方 へ の 関 心 の 高 ま りが 多数 書 かれ て い た。授 業 の前 半 、様 々

な形 に切 っ た後 、 後 半 にそれ らの 食 べ 比 べ を行 うと、子 ども達 は 、切 り方 に よ る違 い が 予

想 以 上 に あ っ た と驚 き、切 り方 へ の 関心 が よ り高 ま っ て い る よ うで あ っ た。

【包 丁 学 習 ② 】 で は 、 最 初 に包 丁 の基 本 的 な扱 い方 につ い て模 範 動 画 等 で確 認 し、 そ の

次 に 、 昨年 度 事 前 調 査 と して 実 施 した包 丁 技 能 調 査 の動 画 か ら、 自分 の包 丁 技 能 を 自己評

価 す る よ うに した。 子 ども達 は 、 自分 の手 元 を客観 的 に確 認 す る こ とで 、食 材 を押 さえ る

手 や 包 丁 の刃 の角 度 等 、 自分 の課 題 に気 づ く こ とが で きた よ うだ っ た。 後 半 は 、 にん じん

の他 に大根 や 玉 ね ぎ、 き ゅ う り、 ピー マ ン、 な す 、 キ ャベ ツ 、 しい た け等 、複 数 の丸 ご と

食 材 で 、 自由 に演 習 す る よ うに した。子 ども達 は始 め 、食 材 の形 状

が少 し異 な るだ けで も、へ たや 皮 の扱 い に戸 惑 っ て お り、丸 ご と食

材 を複 数 触 れ る経 験 の大 切 さが感 じ られ た。 中盤 に は皆 、積 極 的 に

複 数 の食 材 、多様 な切 り方 に挑 戦 す る よ うに な り、乱 切 りや み じん

切 りま です る児 童 もい た ( 図 3) 。 活 動 後 に は 、 「包 丁 の 刃 を垂 直 に

す る と、や りた い厚 さに な っ た。」 「に ん じん 1 本 で い ろい ろ な切 り

方 が で きた。」 「習 っ た切 り方 でや っ て い な い 野 菜 を切 りた い。」 と 図 3 【包丁学習②】の
切断物 (A児)
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あ り、包 丁 技 能 に特 化 した学 習 は 、 子 ど も達 の包 丁 技 能 を高 め る と ともに 、 上 手 に な っ た

とい う自信 や 切 り方 へ の 関心 、 他 の食 材 で も切 っ て み た い とい う意 欲 を生 み 出 して い た。

(2) 丸 ご と食 材 を使 っ た調 理 実 習 【調 理 実 習 ① ～ ⑨ 】 の 実 際

実 習 は 9 回行 い 、す べ て 丸 ご と食 材 を用 い て 、可 能 な 限 り使 い切 る よ うに した。【実 習 ④

ゆ で野 菜 サ ラ ダ 】 で は 、 「自分 で 野 菜 の重 さを量 っ て 、必 要 な分 だ け取 る とい うの を した。

始 め か ら重 さを量 った りな どは初 め て した。 キ ャベ ツ は とて も大 変 で難 しか っ た。」 「ブ □

ッコ リー を担 当 して 、重 さを量 る こ とや ち ぎ る こ とが難 しか っ た。」 と、丸 ご と野 菜 に戸 惑

う様 子 が 多 々 見 られ た。 しか し、実 習 を重 ね る ご とに 、「包 丁 の使 い 方 や ど うや っ て切 っ た

らよい か を 自分 で考 えて 、 お い し く作 る こ とが で きた。」 「料 理 は そ ん な に興 味 は な か っ た

け ど、 家 庭 科 を して い く と、 家 で も料 理 が好 き に な っ て 、楽 し くな っ た。 包 丁 もす ご く前

よ りも使 え る よ うに な っ て 、 うれ しい。」 「料 理 が うま くな っ て 、一 つ 自分 に で き る こ とが

増 えた。」 「自分 で食 材 を丸 ご と使 っ た こ とは 、 あ ま りな か った。 で も、食 材 の い ろい ろな

とこ ろ を使 っ て料 理 を作 り、今 ま で使 っ て い な か っ た場 所 ま で お い し く食 べ る こ とが で き

た。野 菜 を丸 ご と使 え る とス ッキ リ した。」 と、包 丁 技 能 や 調 理 へ の 関 心 、 自信 、 自己肯 定

感 、食 材 を丸 ご と調 理 した 時 の達 成 感 を感 じて い る様 子 が 見 られ る よ うに な っ た。

最 後 の実 習 に な る 【実 習 ⑨ 洋 食 献 立 ( 自由献 立 ) 】は 、グル ー プ ご との 自由献 立 で行 っ た。

に ん じん 、 玉 ね ぎ 、 じゃ が い も を指 定 食 材 、他 に 自分 達 で 考 えた 2 つ の食 材 、 そ れ ら 5 つ

を使 い切 る献 立 と して お かず と汁 物 の 2 品 、 そ れ ぞれ に何 を どれ だ け入 れ るの か 、食 材 の

切 り方 等 、す べ て 自分 達 で 考 え、調 理 す る こ と と した 。 表 2 は 、 グル ー プ ご とに考 えた 献

立 ・食 材 、 そ して調 理 後 の で き上 が り写真 で あ る。

表 2 洋食献立 ( 自由献立) におけるグループごとの献立 ・食材 • でき上が りの写真

食 材 の使 い方 と して 、 2 班 は 、 に ん じん を 肉 じゃ が (い ち ょ う切 り) とス ー プ (せ ん切

り) に入 れ る こ とに して お り、 実 習 中、 に ん じん の太 い方 をい ち ょ う切 り、細 い方 をせ ん

1 班 2 班 3 班

b

炉r ゝ ・ 了・

献立 • いろ どりベー コンポテ ト

• かぼちゃスープ

• 肉 じゃが風バ ターポテ ト

• オニオ ンスープ

•野菜 とポテ トのベーコン巻 き

• 洋風みそ汁

指 定

食材
にん じん • 玉ね ぎ • じゃがいも

選 択

食材

• かぼちゃ • ベーコン • ブロッコリー • ベーコン • ピーマン • ベーコン

̶ 195 ̶



切 りに して い た。そ う した理 由 は 、「細 い方 で い ち ょ う切 りをす る と、小 さ くな りす ぎ るか

ら。 せ ん切 りは細 い方 で もで き るか ら。」 との こ とだ っ た。 1 ・3 班 も同様 の 工 夫 を して お

り、 献 立 は異 な る もの の 、 どの グル ー プ も料 理 に適 した切 り方 や 食 材 の部 位 の形 ・大 き さ

に応 じた切 り方 、切 り方 に適 した 部位 を 自 ら考 え、 実 践 に生 か して い た。 ま た 、新 た な切

り方 で あ る、 く し形 切 りや さい の 目切 り等 も、厚 さや 大 き さを揃 え る こ とに 注 意 しな が ら

取 り組 ん で お り、包 丁 技 能 の 向上 や 包 丁 技 能 にお け る思 考 力 の 高 ま りが 随所 で感 じ られ た。

ま た 、「丸 ご と食 材 を使 うこ とに よっ て 、何 の料 理 に何 を何 g 入 れ て 、何 の料 理 にそ の残 り

を入 れ て とい うこ とを考 え る こ とが で きた。」と、丸 ご と食 材 を使 い切 ろ うと した か らこそ 、

そ の配 分 も しっ か り考 え られ た よ うで あ っ た。 この よ うに 、集 大 成 と して の実 習 が 、献 立

作 成 か ら調 理 ・片 付 け ま で の全 工程 を 自分 達 で行 い 、 時 間 内 に成 し遂 げ る こ とが で き た こ

とに、子 ど も達 は大 き な達 成 感 や 喜 び を感 じた よ うで 、「で き る よ うに な った こ とをす べ て

発 揮 す る こ とが で き た。• • ・とて も幸 せ な 時 間 だ っ た。」 「み ん な で ー か ら材 料 を決 め て 、

自分 た ちの力 で 作 る最 後 の調 理 実 習 が 一 番 心 に残 って い る。」 と振 り返 っ て い た。

4. 学 習 後 にお け る変 容

授 業 実 践 前 後 に調 理 に 関す る意 識 ・経 験 に 関 わ る質 問紙 調 査 と包 丁 技 能 調 査 を 授 業 実 践

学級 (有 効 回答 児 童 数 N=11) で行 い 、児 童 の学 習 後 にお け る変 容 の考 察 を行 っ た。 どち ら

の調 査 も事 前 事 後 と もに 同 じ調 査 項 目 ・方 法 で行 い 、 実 施 日は 、表 3 に示 す 通 りで あ る。

表 3 調査実施 日

事前調 査 事後調 査

1 . 調 理 に関す る意識 ・経 験 に関わ る質 問紙調 査 R5 年 7 月 3 日 R6 年 10 月 18 日

2 . 包 丁技能調 査 R5 年 9 月 4 日 R6 年 10 月 15 日

(1) 質 問紙 調 査 か ら見 る変 容

質 問紙 の構 成 は表 4 に示 す 通 りで あ る。 回答 後 、 質 問項 目ご とに得 点 化 を行 い 、 学 級 平

均 得 点 を算 出 した と こ ろ、ほ ぼす べ て の項 目で 事 後 に得 点 が 高 くな っ て い た。さ らに 、[ 1]

～ [ 5! につ い て 、統 計 ソフ トSPSS

を用 い て t 検 定 を行 うと、 【1】調

理 技 能 にお け る 自信 と 【3】希 望 す

る調 理 の頻 度 に、 事 前 事 後 との 有

意 差 が示 され (表 5、表 6) 、授 業

実 践 の効 果 が確 認 で きた。

表 4 質問紙の構成

内容 の大項 目 質 問数 回答 方 法

[ 1] 調 理 技 能 にお け る 自信 13 4 件 法

【2】 日常 にお け る調 理 の頻 度 1 5 件 法

[ 3] 希 望 す る調 理 の頻 度 1 5 件 法

[ 4] 食 や調 理 に関 して好 きな こ と 4 4 件 法

[ 5I 食 事 中 にお い て 関心 が あ る こ と 4 4 件 法

[ 6I 食 材 につ い て 関心 が あ る こ と 1 自由選 択

複 数 回答
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[ 1I 調 理 技 能 にお け る 自信 の 中で 、事 前 との 高 い

有 意 差 が あ った の は 「④ 食 材 洗 浄 」 「⑬ ごみ 処 理 」で

あ っ た。これ らは 、調 理 の最 初 と最 後 の行 為 で あ り、

継 続 的 な調 理 を支 え る重 要 な行 為 で あ る。 実 習 食 材

が 丸 ご とだ っ た か らこそ 、 これ らの経 験 を重 ね 、 自

信 につ な が っ た の だ ろ う。 次 い で 、総 合 的 な力 を要

す る 「⑩ 自分 の食 事 作 り」 が有 意 に上 昇 した の も、

複 数 の丸 ご と食 材 を多様 な切 り方 で切 っ た り、 丸 ご

と食 材 を使 い切 る献 立 を 自分 達 で考 え、 ー か ら調 理

した りす る経 験 を した か らこそ と言 え るだ ろ う。

調 理 頻 度 につ い て は 、 日常 の頻 度 は僅 か な上 昇 で

表5 [ 1I 調理技能における自信 (学級平均得点)

*:p<0.05 **:p<0.01

[ 1I 自信 事前 事後 t検定

①献立作成 2.73 3.27 n.s.

②材料準備 3.64 3.73 n.s.

③手洗 い 4.00 4.00 n.s.

④食材洗浄 3.09 4.00 **

⑤包丁 (切 る) 3.45 3.91 n.s.

⑥加熱調理 3.09 3.64 n.s.

⑦炊飯 3.09 3.64 n.s.

⑧味付 け 2.82 3.45 n.s.

⑨盛 り付 け ・配膳 3.73 3.82 n.s.

⑩ 自分 の食事作 り 2.90 3.64 *

⑪家族 の食事作 り 2.27 2.91 n.s.

⑫食器洗浄 3.90 4.00 n.s.

⑬ ごみ処理 2.27 3.64 **

自信平均得点 3.15 3.66 *

あ っ た もの の 、希 望 の頻 度 は有 意 に上 昇 して お り、

そ れ だ け、調 理 に 自信 を持 ち、調 理 に対 す る意 欲 が

高 ま っ た の だ ろ う。 ま た 、 ほ とん どの児 童 が 日常 よ

りも希 望 の調 理 頻 度 の方 が 高 く、 実 態 以 上 に 、調 理

を した い と思 うよ うに な っ た こ とが分 か っ た 。

表6 [ 2] 0 常と [ 3! 希望の調理頻度
(学級平均得点)

*:p<0.05

事前 事後 t検定

[2I 日常における

調理の頻度
2.18 2.36 n.s.

[3] 希望する調理

の頻度
2.09 3.18 *

(2) 包 丁 技 能 調 査 か ら見 る変 容

包 丁 技 能 調 査 は 6 分 間行 い 、表 7 は調 査 項 目ご との

で きた 人 数 で あ る。表 に あ る よ うに、ほ とん どの項 目で

事 後 に人 数 が増 加 し、す べ て の児 童 が 6 分 以 内 に切 り

終 え られ る よ うに な っ て お り、包 丁 技 能 が 高 ま っ た こ

とが分 か る。 中で も、 「⑦ 包 丁 の 刃 の使 用 部位 」 と 「⑮

短 冊切 りの厚 さ」の増 加 が 著 し く、短 冊切 りの切 断 物 の

数 は 2. 6 倍 に ま で な っ て い た。 【包 丁 学 習 】 で 、基 本 的

な包 丁 の扱 い 方 や 食 材 の切 り方 を確 認 し、 実 習 の た び

に注 意 す る よ うに した成 果 と言 え るだ ろ う。ま た 、調 査

項 目の合 計 得 点 か ら出 した包 丁 技 能 評 定 が 「5 よ くで

き る」 の児 童 が 0 人 か ら 5 人 に (表 8) 、 ま た 、短 冊 切

りが で き な か っ た 児 童 も十 分 に で き る よ うに な っ て お

り ( 図 4) 、包 丁 技 能 の 向上 が 著 しか っ た こ とが分 か る。

表 7 調査項 目ごとのできた人数 (N=11)

調査項目 事前 事後

① (姿勢) 正面に立つ 11 10

② (姿勢) 足を引く 5 5

③ (姿勢) 食材を中心 6 10

④ (手) 持ち方 7 10

⑤ (手) 押さえ方 1 5

⑥ (包丁の刃) 角度 3 5

⑦ (包丁の刃) 使用部位 3 11

⑧ (動かし方) リズム 6 10

⑨ (輪切り) 形 11 11

⑩ (輸切り) 厚さ 4 7

⑪ (いちょう切り) 形 10 11

⑫ (いちょう切り) 厚さ 4 8

®  (いちょう切り) 工程 10 10

⑭ (短冊切り) 形 8 11

⑮ (短冊切り) 厚さ 1 10

⑯ (短冊切り) 工程 5 11

①～⑯平均 5.9 9.1

時間 9 11
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表 8 包丁技能評定の評定 ごと人数 (N=11)

得点率 紬 得点 評定 事前 噸
85%以上 14～16 点 5 よくできる 0 人 5 人

65%以上 11～13 点 4 できる 4 人 5 人

45%以上 8～10 点 3 少しできる 3 人 1 人

25%以上 4～ 7 点 2 あまりできない 4 人 0 人

25%未満 0～ 3 点 ! できない 〇人 0 人

事前 ; 技能評定
r 2 あまりできない」

図 4 包丁技能調査における切断物の変容 ¢ 児)

表 10 特徴的な行為の学糸及総時間 ・幣数

事前 事後

切 り始 め る まで の 時 間 3 1" 0〃

た め らった 時 間 13*30" 19"

切 ろ う と して や め る 23 回 11回
食材 の上下左右 の向 きを変 える

ひっ くり返す
43 回 20 回

食 材 を転 が す 2 回 0 回

食 材 が転 が る 8 回 6回

不安定 な置 き方 で切 ろ うとする 18 回 6回

切 れ端 で 困 る 12回 4 回

切 った直後 に切断部位 を立 てる 2人 6人

そ して 、事 前 事 後 、一 人 一 人 の 6 分 間 の

行 動 を表 9 の よ うに 、 10 秒 単位 で ま とめ、

特 徴 的 で あ っ た行 為 の学 級 総 時 間 ・総 数 を

表 i o の よ うに ま とめ る と、 事 後 は 、 丸 ご

と食 材 に躊 躇 した り、切 れ 端 で 困 った りす

る こ とが減 る一 方 、切 った食 材 が転 が らな

い よ うに、次 の 工程 が しや す い よ うに切 断

部 位 を 立 て て お く とい う配 慮 を 半 数 の 児

童 が意 図 的 にす る よ うに ま で な っ て い た。

表 9 包丁技能調査 (事前) の行動記録 (。児)

¢ 0¢ • &r m □た岳
0 収 也 g

10 1/ 31攻 S  2/ 3 R2K 6 >

20
剛 り• • • 物 成 吋)

30 輪切り・ ” 側 0 た黴 包T を幅こしで期 心 をはじく)

40 皺 り• e よせる

50
いちょう切 り用の(ス じんを寝れしたまま, 切ろうと2・ るがやめる 立てる

1*00 如 ?魂 粉 ｛迎 る・ 皺 す

1' 10
半月切りをしようとして、見本を見る 切るのをやめる

1' 20
考える

1' 30
もう料 分 期 る・ そのうちの1つ魁 、ちょう切り・ ・ 供咤齢 、)

1*40
いちょう切り・ ・ ・ よせる

1*50

2*00
いちょう切 り・ よせる 見本を見る

2*10
御 ！腫！り用を立てて、見・を見る 粉 或 ］る. 敏 寸

2*20
昼〇た1つ後 、したまま、融 切り• (ぎこぎづ

2*30
M n w oり. • (ぎこぎこ)

2 40 演 ナで厠 切り・ 端 c 切りにくく、置き直して ころころ

2*50 側 りにくレヾなあ、どうしょう。) 切ろうとするがころん.

3*00
困る 球 遂 ろうとするものの色 ない

3"10
る

3*20
困る 切ろうけ るができず 見本を見る

3*30 ぎこぎこして  № 0り.

3*40 こぎこして; り・ ぎこぎこして» §0り・

3*50 まも  < Cffi る 舵 §̂ る 考える ぎこぎこして® ］り.

イ00
考える

4- 10
残った朝 !増をどうしょう力者える 周りをきょろきよろ

4*20
切れ端を見る 切るのをやめる いちょう切 り用のにんじん纖 る

4- 30

イ40 もう1つをいちょう切り・ ・ ・ ・

イ30
新5ナて、いちょう切り• ・ よせる

5*00
残りを短 ffl 切りにし勉 狀  どうしょう力者 える

5*10
ぎこぎこ り・ ・

5*20 ぎこぎこ® 0り・ ・ ・

5*30
残 り枷 t お 晩 て、ぎこぎこ獅 切り. .

5*40
考える 切d うとするが枷 ¢

5*50
周りをきょろきよろ 固まる 考える

6*00 6*00
剛

曜
難 しか っ た。 次 は上 手 にで き る よ うに な りたい。

踏 出  〇 ! ②帝  K A A  g

手 (gm 方 o m し指包 7の• la め  A

S Tの刃 ®fi A A A

創 払 A 匂 のiK ^ A ］

№9» しち W 9H

» ⑨ 〇 ⑪ 〇 ⑭ A

■ ¢ nm ) ⑩ A ⑫ A ⑮ A

城 8枚 32枚 14枚

増 ,ハ  ® 〇 ® A

■- 前
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丸 ご と食 材 を調 理 す る経 験 を重 ね た か らこそ 、丸 ご との食 材 に も躊 躇 しな くな る と とも に 、

調 理 にお け る段 取 りや 合 理 性 を考 えた行 動 ま で が で き る よ うに な った とい うこ とだ ろ う。

5• 研 究 の ま とめ

(1) 本 研 究 にお け る成 果

本 研 究 に お け る、包 丁 技 能 の習 得 に焦 点 を あ て た 「丸 ご と食 材 を使 っ た 学 習 」 に よ り、

子 ども達 の調 理 に対 す る意 欲 や 自信 、 作 る人 へ の感 謝 の気 持 ちや 食 べ る人 を気 遣 う気 持 ち

な どが 高 ま る と ともに 、食 材 や 調 理 につ い て の認 識 が深 ま り、 主 体 的 に、 楽 しん で調 理 す

る こ とが で き る よ うに な っ た。 そ して 、 子 ど も達 が習 得 した の は 、 思 考 力 を伴 う包 丁 技 能

で あ り、 それ は 、 ま さに現 在 の家 庭 科 教 育 が 育成 を 目指 す 、変 化 す る状 況 や 課 題 に応 じて

活 用 で き る技 能 で あ っ た。 そ うで あ るか らこそ 、調 理 をー か ら 自分 達 の力 で 工 夫 しな が ら

全 工程 行 い 、そ の 時 間 を 「幸 せ な 時 間 」だ っ た と感 じ、 さ らに 、 「家 で い つ もは野 菜 が余 っ

て い た けれ ど、考 えて使 い切 る よ うに な っ た。」 と、家 庭 で の課 題 に 自 ら気 づ き 、習 得 した

包 丁 技 能 を課 題 解 決 に生 かす こ とが で き る よ うに な っ た の だ ろ う。 した が っ て 、本 研 究 に

お け る仮 説 「丸 ご と食 材 を用 い て包 丁 技 能 の習 得 に焦 点 を あて た授 業 実 践 を行 い 、 それ を

通 して 、子 ども達 が汎 用 性 あ る包 丁 技 能 を習 得 す る こ とが で きれ ば 、 それ が食 生 活 にお け

る実 践 的 な態 度 につ な が る」 は 、 実 証 す る こ とが で き た と言 え るだ ろ う。 これ は 、本 研 究

にお け る成 果 の一 つ で あ る。

も う一 つ は 、包 丁 技 能 の習 得 に焦 点 を あ て た 「丸 ご と食 材 を使 っ た 学 習 」 に よ る学 習 効

果 、 教 育 的意 義 が 実 証 で きた とい うこ とで あ る。 お 膳 立 て で は な い 「丸 ご と食 材 」 だ った

か らこそ 、よ り食 材 に 関心 や 愛 着 を抱 き、調 理 が 「何 もな い とこ ろか らの ス ター トが本 当」

だ と、 自 ら深 い気 づ き を し、そ して 、 「丸 ご と食 材 」を多様 な切 り方 で使 い切 ろ うと した か

らこそ 、創 意 工 夫 を持 って個 性 を発 揮 した り、段 取 りや 合 理 性 を学 ん だ り して お り、 そ の

学 習 効 果 は計 り知 れ な い と感 じた。 簡 便 さが重 視 され 、 半既 製 品や キ ッ ト化 商 品 が 出 回 る

昨今 、ま た 、SDGs の観 点 か らも現 代 の子 ども達 に とっ て 、 よ り意 義 の あ る学 習 だ と言 え る

だ ろ う。 ま た 、 家 庭 科 教 育 の研 究者 達 に よ り、包 丁 技 能 の 向上 に 「基 本 的 な包 丁 操 作 を意

識 した指 導 」 「食 材 の大 き さや 厚 さに配 慮 した指 導 」 等 が有 効 だ と検 証 され て お り、 「丸 ご

と食 材 の使 用 」が 、それ らの指 導 を よ り効 果 的 な もの にす る と と もに、必 要 な食 材 の 「量 」

概 念 や 生 鮮 食 品 の 可食 部 を見極 め る力 を育 成 す る教 材 の 開発 とい っ た課 題 の解 決 策 に もな

り得 る と提 言 で き るだ ろ う。

̶ 199 ̶



(2) 今 後 の課 題 と展 望

包 丁 技 能 に焦 点 を あ て た 「丸 ご と食 材 を使 っ た学 習 」 に よ る学 習 効 果 、教 育 的意 義 が確

認 で きた もの の 、歴 代 の学 習 指 導 要領 や 昨今 の教 科 書 に は 、管 見 の 限 り、 この よ うな学 習

内容 の記 載 は見 当た らな い。 した が っ て 、 「丸 ご と食 材 を使 っ た学 習 」が 、学 習 計 画 の 中 に

位 置 づ け られ 、確 立 して い く よ う、働 きか け る こ と、 そ の た め に 、 よ り実 践 しや す い 学 習

形 態 や 食 材 等 につ い て模 索 す る こ とが 、今 後 の課 題 か つ 展 望 で あ る。

特 に調 理 実 習 にお い て 、食 材 準備 は 、子 どもの発 達 段 階 や 学 習 の ね らい に よっ て最 適 な

方 法 は異 な り、物 理 的 な こ とや 衛 生 管 理 も含 め て 、 「丸 ご と食 材 」 が最 適 とは 限 らな い。

常 に 、子 どもの発 達 段 階 と学 習 の ね らい の 両軸 を据 え、食 材 の種 類 と ともに 、配 分 の仕 方

ま で を熟 考 す る こ と、 そ して 、 限 られ た 学 習 カ リキ ュ ラム の ど こに位 置 づ け る こ とが で き

るか等 、 多 岐 に わ た っ て考 慮 す る必 要 が あ る。

本 研 究 は 、小 学校 家 庭 科 にお け る提 言 で あ る。 しか し、 小 学 生 の今 のみ な らず 、 10 年 、

20 年 、 さ らにそ の先 にお い て 、子 ど も達 が 毎 日の食 生 活 を楽 しみ 、 自分 で食 を整 え る、 自

立 した食 生 活 を送 って い る こ とこそ が願 い で あ り、本 実 践 が そ れ らに少 しで も役 に立 つ こ

とが本 研 究 の 目的 で もあ る。 中学 生 の 「包 丁 の適 切 な取扱 いや 思 考 判 断 を伴 う包 丁 技 能 の

習 得 に課 題 が あ る」 「家 庭 科 で 学 習 した調 理 な どを家 庭 で もや っ て み よ う と して い る 中 学

生 は 半数 程 度 」 とい う実 態 を踏 ま え る と、 包 丁 技 能 の習 得 に焦 点 を あ て た 「丸 ご と食 材 を

使 っ た • 使 い切 る学 習 」 が 「継 続 した ア プ ロー チ 」 と して 、小 ・中 ・高 等 学 校 通 した学 習

計 画 に位 置 づ け られ る こ とが よ り必 要 で は な い だ ろ うか。 小 ・中 • 高 等 学 校 の系 統 性 を踏

ま え、 よ り自立 した食 生 活 につ な が る学 習 につ い て 、模 索 ・提 案 して い きた い 。
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